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「
大
衆
文
化
」
第
十
二
号
で
す
。

　
十
月
二
十
一
日
、
乱
歩
生
誕
百
二
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
乱

歩
の
想
い
出
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ

ン
パ
ス
十
一
号
館
の
大
教
室
に
て
、
作
家
の
北
村
薫
氏
、
編
集

者
の
戸
川
安
宣
氏
の
お
ふ
た
り
に
乱
歩
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
術
調
査
員
の
落
合
に
よ
る
資
料
紹
介

と
乱
歩
邸
の
特
別
公
開
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
二
百
人
を

超
え
る
方
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
二
日
に
は
「
北
欧
ミ
ス
テ
リ
ー
・
フ
ェ
ス

二
〇
一
四
」
が
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
八
号
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
北
欧
五
大
使
館
主
催
で
、
大
衆
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
も
協
力
い
た
し
ま
し
た
。
レ
ー
ナ
・
レ
ヘ
ト
ラ
イ
ネ
ン
氏

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
カ
ミ
ラ
・
レ
ッ
ク
バ
リ
氏
（
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
）、
お
二
人
の
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
が
来
日
し
ま
し
た
。
作
家
の

堂
場
瞬
一
氏
に
よ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
取
材
報
告
、
三
人
の
翻
訳

家
（
柳
沢
由
実
子
氏
、
ヘ
レ
ン
ハ
ル
メ
美
穂
氏
、
古
市
真
由
美

氏
）
が
文
化
の
違
い
や
翻
訳
の
ご
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
総
合
司
会
は
評
論
家
の
杉
江
松
恋
氏
で
し
た
。

　Echika

池
袋
に
て
「
江
戸
川
乱
歩
展
～
乱
歩
が
池
袋
に
残
し

た
も
の
～
」
が
あ
り
ま
し
た
（
二
〇
一
五
年
一
月
三
十
一
日
～

二
月
二
十
六
日
）。
乱
歩
邸
よ
り
、
愛
用
品
の
ス
テ
ッ
キ
や
帽

子
、
眼
鏡
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。「
貼
雑
年
譜
」
の
複
製

や
、
光
文
社
版
の
少
年
探
偵
団
シ
リ
ー
ズ
も
並
び
ま
し
た
。
乱

歩
が
戦
時
中
に
作
成
し
た
町
内
会
用
の
資
料
も
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
パ
ネ
ル
で
は
乱
歩
と
池
袋
の
か
か
わ
り
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
二
〇
一
五
年
二
月
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
春
陽
堂
の
江
戸
川

乱
歩
文
庫
は
、
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

解
説
に
は
「
貼
雑
年
譜
」
ほ
か
、
寄
託
資
料
の
画
像
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
五
年
は
乱
歩
没
後
五
十
年
に
あ
た
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
多
く
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
に
は
セ

ン
タ
ー
も
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	

（
落
合
）


